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病院事業計画(平成 27 年 11 月改定) 平成 30 年度 事業報告 令和元年度 中間報告 課題等 令和 2 年度 生駒市立病院 事業計画書 

１病院の基本方針 
新病院のコンセプト 
○小児医療の充実 
本地域における小児二次医療の充実の必

要性から、地域医療機関との役割分担のも

と、二次医療までの対応が可能な小児医療

を提供する。 
 
 
 
 
 

小児の入院患者の受入れ等小児二次

医療体制の整備に努めました。 

○小児医療体制について 

・常勤医師 2 名体制を目指し、平成

30 年 1 月に着任した常勤医師に加

え、もう 1 名の確保に努めました。 

・北和小児科二次輪番体制への参加を

目指し、北和地区小児科病院輪番体制

参加病院連絡会に出席しまた。 

・アレルギー外来は 12 月より開設し

ました。 

 

小児の入院患者の受入れ等小児二次

医療体制の整備に努めました。 

○小児医療体制について 

・常勤医師 2名体制を目指し、平成 30
年 1 月に着任した常勤医師に加えて、

もう 1 名の確保に努めています。 

 

・北和小児科二次輪番体制への参加を

目指し、北和地区小児科病院輪番体制

参加病院連絡会に出席しました。 

 
 

○平成 30 年度実施状況調査 
・小児二次医療の充実や小児救急の実施に

向け、引き続き常勤医師の確保に努める必

要がある。 
 
●令和元年度中間報告 
・小児二次医療の充実や小児救急の実施に

向け、引き続き常勤医師の確保に努める必

要がある。 
 
 
 

小児の救急対応、入院患者の受入れ等小児二次医療体制の整備を行い

ます。 

 

○小児医療体制について 

・医師の人員体制は、常勤医師の確保により、常勤医師 2名体制を目指し

ます。 

・北和小児科二次輪番体制への参加を目指します。 

 

 

 

 

 

１病院の基本方針 
新病院のコンセプト 
○災害時医療の確保 
大規模災害時において、傷病者の受入れや

医療救護に対応可能な応急用医療資機材

等を備えるなど、災害に対する緊急対応が

できる機能を確保する。 
 

大規模災害時において、傷病者の受入れ

や医療救護に対応可能な体制を引き続き整

備しました。 

○災害時医療体制の確立について 

生駒市立病院災害対策マニュアルに沿っ

て現場スタッフによる実地訓練を行いまし

た。 

・4/27 院内防災訓練 

 （トリアージ・患者受入訓練） 

・12/26 消防訓練 

（通報訓練・初期消火訓練・避難誘導

訓練） 

・3/29 市内等病院意見交換会参加 

 （災害時における医療救護体制） 

 

大規模災害時において、傷病者の受

入れや医療救護に対応可能な体制整備

をはじめ、機能の強化に努めました。 
○災害時医療体制の確立について 
・5/10 市主催の防災行政無線通信訓

練に参加 
 
・6/19 消防訓練実施（通報訓練・初期

消火訓練・避難誘導訓練） 
   
・防災訓練（トリアージ・患者受入訓練） 
  下半期に実施予定 

○平成 30 年度実施状況調査 
・災害対策マニュアルに沿って定期的に訓

練を行い、生駒市で災害が発生した場合の

医療救護体制を整えている。今後も、大規

模災害を想定し、市や医師会をはじめとす

る市内医療機関との情報共有の場に、引き

続き積極的に参加する必要がある。 

 
●令和元年度中間報告 
・災害対策マニュアルに則り、医師、看護

師など現場スタッフや地元自治会関係者

が参加する防災訓練を引き続き実施する

必要がある。 
 

 大規模災害時において、傷病者の受入れや医療救護に対応可能な体制

を引き続き整備します。 

 

○災害時医療体制の確立について 

災害対策マニュアルに沿って現場スタッフや地域住民による実地訓練

を行います。 

・消防訓練 

  （通報訓練・初期消火訓練・避難誘導訓練） 

・防災訓練 

  （トリアージ・患者受入訓練・机上訓練） 

 市が実施する総合防災訓練に参加し、市や市医師会及び市内病院との

災害時の連携を強化します。 

市が開催する市内等病院との意見交換会に参加し、病病連携強化を図

ります。 

１病院の基本方針 
新病院のコンセプト 
○予防医療の啓発 
市立病院であることから、市民の公衆衛生

意識の高揚を図るための講習を行うなど、

市の保健行政と連携し、保健知識の啓発を

図る。 
 
 
●疾病予防機能の強化について 
疾病予防に向けて、メタボリック・シンド

ロームや生活習慣病等についての医療講

演会を定例的に開催します。（講演会の講

師は医師、看護師、管理栄養士、理学療法

士等病院内のスタッフや院外の医療従事

者が務めます。） また、市民健診や予防

接種について、市医師会と連携して、二次

健診の分担等の協力体制を整備します。 
 

市民の疾病予防と疾病の早期発見・早

期治療、重症化の防止を目的として、医

療に関する基礎知識や最新の情報を医療

講演会を通して提供しました。 

また、市民健診や予防接種について

は、実施体制の整備と共に関係機関等と

協議を行い、適宜実施しました。 

 

○疾病予防機能の強化について 

市が実施した医療講演会等を支援しま

した。 

・10/25 ｢認知症について｣42 名参加 

・3/5 ｢住み慣れた地域で自分らしく｣55

名参加 

胃がん（胃内視鏡）検診については、

平成 29 年 9月 1日から引き続き実施して

います。 

乳がん健診の実施に向けて、来年度に

乳房Ｘ線撮影装置（マンモグラフィ）を

導入する予定です。 

・医療講演会の内容の充実 

50 講座 2,180 名参加 

（自治会等各種団体への出張講座 2回 

 38 名を含む） 

・市民健診 

大腸がん検診       

胃がん(胃内視鏡)検診                                                                                                                             

肝炎ウイルス検診       

特定健診       

一般健診   

生活保護者等の健康診査   

人間ドック・脳ドック  

その他団体健診等     

223 件 

181 件 

13 件 

971 件 

1,478 件 

4 件 

680 件 

1,161 件 

・高齢者定期予防接種 

インフルエンザ   321 件 

肺炎球菌     102 件 

市民の疾病予防と疾病の早期発見・早

期治療、重症化の防止を目的として、医療

に関する基礎知識や最新の情報を医療講

演会を通して提供しました。 
また、二次健診の受診増を目的として、

市内医療機関への医療機能についての情

報提供を充実しました。 
  
○疾病予防機能の強化について 

市が実施した医療講演会を支援しま

した。 
・9/25「超高齢社会における在宅医療

のあり方」56 名参加 
胃がん（胃内視鏡）検診については、

平成 29 年 9 月 1 日から引き続き実施

しています。 
乳がん健診の実施に向けて、下半期

に乳房Ｘ線撮影装置（マンモグラフ

ィ）を導入する予定です。 

 
・医療講演会 
 28 講座 参加者 728 名 
 出張講演会の募集を開始しています。

（下半期は自治会へ啓発予定） 
・市民健診 
大腸がん検診       

胃がん(胃内視鏡)検診                                                                                                                             

肝炎ウイルス検診       

特定健診       

一般健診   

生活保護者等の健康診査   

人間ドック・脳ドック  

その他団体健診等     

176 件 

68 件 

5 件 

505 件 
596 件 

3 件 

513 件 

1,269 件 

・高齢者定期予防接種 
肺炎球菌 36 件（H30 上半期 74 件） 

インフルエンザ予防接種は下半期に

実施予定 
 

○平成 30 年度実施状況調査 

・市民の公衆衛生意識の高揚を図るために

は、院内の講演会の充実と、誰もが参加し

やすい日時を考慮した出前講座の展開も

必要である。 

また、市民健診においては、二次健診の 

充実を目指し、各医療機関との連携を強化

していく必要がある。 

 

●令和元年度中間報告 

・市民の健康づくりや疾病予防を促進する

ためには、院内の講演会の充実に加え、自

治会や学校、企業、各種団体・グループ等

広く地域社会に出向いていく出前講座の

拡充が必要である。 

また、市民健診においては、二次検診の 

受診率の向上を目指し、健診後の二次検診

(精密検査)の電話での事前予約など待ち

時間の短縮を図り、円滑な受診体制の整備

を検討する必要がある。 

 

【参考値】 

H31 年 4 月から R2 年 1 月 
 

・市民健診 
大腸がん検診       

胃がん(胃内視鏡)検診                                                                                                                             

肝炎ウイルス検診       

特定健診       

一般健診   

生活保護者等の健康診査   

人間ドック・脳ドック  

その他団体健診等     

328 件 

104 件 

8 件 

957 件 
941 件 

3 件 

788 件 

1,424 件 

・高齢者定期予防接種 
  インフルエンザ       421 件 

肺炎球菌         55 件 

市民の疾病予防と疾病の早期発見・早期治療、重症化の防止を目的とし

て、医療に関する基礎知識や最新の情報を医療講演会を通して提供しま

す。 

 また、市民健診については、地域の診療所では対応できない、又は対応

できる医療機関が少ない二次検診等を充実していきます。 

 

○疾病予防機能の強化について 

市民への予防医療の啓発として、認知症やうつ病、在宅医療など、市民

の要望が多いものの市立病院スタッフで対応できない分野について、市

が実施する医療講演会等に対して協力します。 

また、市民との交流、健康づくりを推進するため、自治会等各種団体へ

の出張講座を積極的に実施します。 

 市民健診において、子宮頸がん検診は、４月から実施し、乳がん検診は、

４月以降関係機関と協議のうえ、今年度中の実施を目指します。 

 また、二次検診の受診率向上を目指し、健診後の電話事前予約など、

待ち時間の短縮等を図ります。 

・医療講演会（自治会等各種団体への出張講座含む） 

   月 4 回程度実施  

 

・拡大医療講演会を年 4回程度開催（市内北・中・南の３地区で開催） 

 

 

 

 

・市民健診 

大腸がん検診       

胃がん(胃内視鏡)検診                                                                                                                             

肝炎ウイルス検診       

特定健診       

一般健診   

人間ドック・脳ドック  

その他団体健診等     

350 件 

100 件 

15 件 

1,000 件 
1,100 件 

950 件 

1,500 件 

 

・高齢者定期予防接種 

   インフルエンザ        450 件 

   肺炎球菌                  60 件 

 


